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なぜ、堺で自転車�EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps14 \o\ad(\s\up 23(さんぎょう),産業)�がうまれたの？





日本�EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps14 \o\ad(\s\up 19(せい),製)�の自転車をつくったのは


かじ屋さんでした。


堺には、たくさんの�EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps14 \o\ad(\s\up 19(かじや),鍛冶屋)�さんがいたのです。





資料集「自転車産業にふれよう」
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なぜ、堺で自転車産業がうまれたの？








先生むけガイド





■参考リンク集■


※インターネットに接続できる環境が必要です。


・� HYPERLINK "http://www.cycle-info.bpaj.or.jp/japanese/" ��自転車文化センター「自転車広場」�


・� HYPERLINK "http://www.jbpi.or.jp/" ��自転車産業振興協会�


� HYPERLINK "http://www.h4.dion.ne.jp/~bikemuse/" ��・自転車博物館サイクルセンター�


・堺観光コンベンションビューロー� HYPERLINK "http://www.sakai-tcb.or.jp/magazine/contents2.html" ��「堺物語」�


■参考書籍


「身近な科学1　自転車」（財団法人日本自転車普及協会制作）


「走るクスリ 自転車の事典」（岸本孝著　文園社刊）


「世界が見えてくる身近なもののはじまり　自転車」（鳥山新一著　PHP研究所刊）





【このテーマの指導ポイント】


◆日本に自転車が定着するのに、『堺』が果たした役割を知る。


→堺の伝統的産業をかきだし、　それらの中で自転車産業に関連した技術を考える


→鉄砲鍛冶の仕事について想像する


→鍛冶のどんな技術が自転車製造に向いていたのか考えを深める


→鍛冶が自転車製造業に参入した理由について想像する


→ほかにある堺の伝統産業を、自転車のように世界に発信するためのアイデアを考えてみる


　　　　　　　　　　など


【明治時代後半】　


輸入車の修理に鍛冶屋さんの技術が重宝される。昔から刀や刃物の鍛冶職人が多く住んでいた『堺』は、江戸時代にはその技術を生かして鉄砲鍛冶で栄えたが、さらにその鍛冶の技術が明治時代には“自転車修理”に生かされることになる。


その後、第一次世界大戦　輸入が途絶え国産自転車の需要が伸び、日本の自転車の生産体制が確立される。この頃、『堺』で国産自転車の生産が始まり、着々と自転車生産の実績をあげる


現在、『堺』は日本一の自転車のまちとなって、日本の自転車産業を支えている。





◆興味をひくエピソード例


・初期の国産自転車は、銃をつくるための機械を使って作られていた。長くて丈夫な銃身をつくる技術が自転車フレームに生かされた。


その後、堺の自転車産業が活躍することにつながっていきます。





＜関連資料＞


・「自転車はいつ発明された？」


・「むかしの自転車はどんなだろう？」


・「自転車は日本にいつ入ってきた？」


・「どのくらいの自転車を堺で作っているの？」


・「堺の自転車の何がすごいの?」


・「自転車の部品を知ろう」


・「おもしろ自転車っておもしろい」














●�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(かたな),刀)�や�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(てっぽう),鉄砲)�のかじ屋さんが自転車づくりで�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(かつやく),活躍)�！


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(か),貸)�し自転車屋さんが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(りゅうこう),流行)�すると、日本でも自転車がつくられるようになりました。そのときに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(かつやく),活躍)�したのが、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(かたな),刀)�を作ったり�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(てっぽう),鉄砲)�をつくっていたかじ屋さんでした。


明治�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(じだい),時代)�になって、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(かたな),刀)�や�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(てっぽう),鉄砲)�がいらなくなったため、たくさんのかじ屋さんが仕事を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(うしな),失)�っていました。そこで、かじ屋の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(ぎじゅつ),技術)�をいかして、安い日本�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(せい),製)�の自転車が多くつくられるようになりました。堺は、今も�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(ほうちょう),包丁)�で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(ゆうめい),有名)�ですが、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(むかし),昔)�から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(かたな),刀)�や�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(ほうちょう),包丁)�をつくるかじ屋さんがたくさん住んでいるまちでした。また、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(てっぽう),鉄砲)�がヨーロッパから日本に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(つた),伝)�わってきたときも、堺の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(しょうにん),商人)�たちは、堺の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(はもの),刃物)�のかじ屋さんたちに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(てっぽう),鉄砲)�をつくらせています。


つまり、堺は古くから、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(かたな),刀)�と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(てっぽう),鉄砲)�のかじ屋さんのまちだったのです。明治になって、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(ゆにゅう),輸入)�した自転車の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(しゅうり),修理)�に、堺のかじ屋さんたちのすぐれた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(ぎじゅつ),技術)�がいかされたようです。やがて、堺で日本�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(せい),製)�の自転車がつくられるようになったのは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(だいいちじ),第一次)�世界�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(たいせん),大戦)�で自転車の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(ゆにゅう),輸入)�が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(へ),減)�ったころだとされています。








資料集「自転車産業にふれよう」








自転車博物館で、堺の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かじや),鍛冶屋)�さんの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(れきし),歴史)�についてしらべてみよう！












































